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研究成果の概要（和文）：　ドイツのニューシネマにおけるラディカルな映像美学とメディア批判を実践した映画監督
たち、とりわけストローブ＝ユイレとファスビンダーの映画における文学的要素の活用方法を考察した。とりわけ彼ら
の脚色映画を取り上げ、歴史的な原作テクストから20世紀後半のアクチュアルな政治性を掘り起こす手法、そして文学
性を強調する演出法が映像メディアへの批判的な意識を喚起する技法を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The radical method of literarization the film by Straub=Huillet and R.W. 
Fassbinder was analyzed based on their cinematic adaptations of literary works. By alienating the current 
political rule aspects emphasized by the historikal text. It is important for the film and media studies 
that the litetarization is based on the essential film aesthetics of the New German Cinemas.

研究分野： ドイツ映画

キーワード： ニューシネマ　ドイツ
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１．研究開始当初の背景 
映像は国籍や文化圏の枠に囚われないグ

ローバルな受容を前提とするが、映像はそれ
ぞれの文化によって異なる意味づけをなさ
れることも事実である。その意味で映像に言
語文化と密接に結びついている。 
そのため今日の映画研究では、映画におけ

る言語の位置づけの見直しは重要度を増し
ている。映画の音声や言語は映像表現の補助
的要因ではないというだけでなく、例えばド
イツ語圏におけるブレヒトの異化や叙事演
劇の理論はハリウッド的な映画のイリュー
ジョニズムと現状肯定的イデオロギーへの
批判となりうる。とりわけ 60 年代以降のニ
ューシネマにおいて、ブレヒトの提唱した演
劇の「文学化（Literarisierung）」は、映画
の文学化という形で応用されてきた。 
これまでの映画研究が英語圏やフランス

語圏で盛んだった事情もあり、ドイツ映画に
おける理論的インパクトを考察する機会は
極めて限定されてきた。その一方で「ニュー
ジャーマンシネマ」と呼ばれた 1960－70 年
代の西ドイツの映画群はその独自の美学に
よって注目されてきたことも見逃せない。と
りわけジャン＝マリー・ストローブ／ダニエ
ル・ユイレやライナー・ヴェルナー・ファス
ビンダー等の映画は、文学や演劇の伝統との
結び付きが強く、しかも文学テクストに依拠
する独自の映画様式を持つ。とはいえこうし
たドイツ映画研究はこれまでほとんど日本
に紹介されていない。 

 
２．研究の目的 
映画における言語（テクスト）の機能に

注目しつつ、現代の映画美学のあり方を検
証することが主たる目的である。いわゆる
「現代映画」において、言語は映像から独
立した位相を獲得する。台詞や音声は映像
のリアリズムを補強するのではなく、むし
ろ映画のイリュージョニズムまたはスペク
タクル性への批判や、映像文化の普遍性を
鋭く問い直す要因となりうる。こうした映
像批判を創造的に展開した戦後ドイツのニ
ューシネマ作品を取り上げ、映画を映像・
音声・言語（テクスト）の 3 要素で考察す
ることにより、映画を言語文化との相互関
係において捉えつつ、さらに現代の映画メ
ディアの美的・社会批判的意義について考
察してゆく。 
 
３．研究の方法 
これまでストローブ＝ユイレやファスビ

ンダーに関して私自身の研究で積み重ねて
きた成果を総括的な視野で整理し、さらに掘
り下げるべき点を明確化する。初年度にはま
ずストローブ＝ユイレについての研究成果
を見直し、追加の資料収集と作品分析を進め、
包括的なストローブ＝ユイレの作家論を構
築する。さらにファスビンダーの研究成果に
ついても総括し、ファスビンダーについての

論考を著作にまとめる準備をする。その際、
他のニュージャーマンシネマの映画作家の
類似する作品と比較対照を行い、戦後ドイツ
のラディカルな映画美学の多面的な実相を
纏める。 
また日本に紹介されることが稀なドイツ

映画について本研究の枠内で重要と思われ
るマイナーな作品を日本で上映する活動も
行ってゆく。今回はインデペンデントで映画
を作り続けてきたレナーテ・ザミを日本に招
待し、上映と討論を行う。 
 
４．研究成果 
平成 24 年度にはドイツのニューシネマに

ついて、とりわけファスビンダーとストロー
ブ＝ユイレの作品における文学脚色の手法
を考察した。その成果はアテネフランセ文化
センターでの映画上映と併せた講演や討論
会によって発表した。ここではファスビンダ
ーによる既存のテクスト使用が、一見原文に
極めて忠実でありながら、映像との不一致や
距離化された演出によって独自のテーマ性
を帯びるという手法を明らかにした。また言
語要素と映像との異化を重視するハンス＝
ユルゲン・ジーバーベルクのドイツ3部作や、
ヴェルナー・ヘルツォークのドキュメンタリ
ー作品も考察し、ニュージャーマンシネマの
美学をできる限り多角的に考察することに
努めた。 
 平成 25 年度には日本独文学会でのドイツ
の 68 年世代の作家の再評価を試みるシンポ
ジウムを開催し、その中でファスビンダーの
現代における再評価の可能性を探った。既存
の文学テクスト、社会問題、身体性など多様
な引用の織物としてポストモダン的な美学
の側面を見せつつ、根底にモダニズムの鋭い
批判性を備えたファスビンダー独自の美学
を明らかにし、そのスタイルがむしろ 21 世
紀においてようやく客観的に評価しうる土
壌を得たことを明らかにした。また研究論文
としてファスビンダーに少なからぬ影響を
与えたストローブ＝ユイレの文学脚色の手
法について発表している。 
 また 26 年 3 月にはドイツの知られざる映
画監督レナーテ・ザミを招待し、彼女の代表
作上映とレクチャー及び討論会を開催した。
彼女の映画スタイルはストローブ＝ユイレ
と同様に既存のテクストに依拠しつつ、以下
的な手法で映像・音声・テクストの対位法を
実現している。それは単なる美的な成果であ
るだけでなく、彼女が生きた 60‐70 年代欧
州の政治的状況とも密接に結びついている
ことを明らかにすることができた。ただしそ
れを文章化して発表するのは今後の課題で
ある。 
 平成 26 年度はストローブ＝ユイレの映画
について集中的に考察することを目標とし、
東京と神戸で各4回づつ映画上映と講演およ
び質疑応答の会を催し、ストローブ＝ユイレ
の様々な映画を実際に視聴しつつ詳細な分



析考察を行う機会とした。難解な作家として
知られるストローブ＝ユイレだが、そのユニ
ークな撮影・演出・演技は、実はそれぞれが
基盤にした文学作品やオペラ作品を詳細に
読み解いていくと、テクストの内容と演出と
が密接に結びついていることが明らかにな
る。こうした文学研究・音楽研究と映画研究
を結びつける考察は極めて意義深く、しかも
彼らの映像や音声の使用法は単に理論的に
説明しきれない創造性を感じさせる部分が
ある。こうした多面的なアプローチによる映
画分析の可能性を見出しえたのが大きな成
果だった。 
 本来は 26 年度内にこれまでのドイツ映画
研究の成果を単著として発表することを目
標としていたが、その編集作業に予想外の時
間を必要としたため、平成 27 年に『ドイツ
映画零年』として出版した。ここではこの 3
年間に考察したファスビンダーやニュージ
ャーマンシネマだけでなく、平成 21－23 年
度の科研費によるドイツ移民映画研究の成
果、およびそれ以前に行ってきたれに・リー
フェンシュタール論も併せて掲載し、これか
らの私の研究のさらに進めるための中間総
括的な論集とした。ここではドイツ映画史を
縦横に行き来することで、個別の映画を幅広
い文脈から再検証するための重要な示唆を
与える論集となったと思われる。 
またヨーロッパ映画における移民・難民・

辺境・ボーダーなどをテーマとする単行本の
編集と執筆にも参加し、本研究の成果を作家
論や作品紹介などに盛り込んでいる。 
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